
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
二
号

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃

料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
用
語
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
拠
出
金
単
価
の
設
定
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
機
構
の
業
務
に
要
す
る
費
用
の
長
期
的
な
見
通
し
に
照
ら
し
て
必
要
な
金
額
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
間
に
お
け
る
拠
出
金
に
係
る
負
担
の
公
平
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
長
期
的
に
安
定
し
た
水
準
を
維
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
拠
出
金
単
価
の
認
可
）

第
三
条
　
機
構
は
、
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
拠
出
金
単
価
の
通
知
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
様
式
第
二
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
機
構
の
名
称
等
の
届
出
）

第
五
条
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
）

第
六
条
　
法
第
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
機
構
の
名
称
及
び
住
所

三
　
変
更
後
の
機
構
の
名
称
及
び
住
所

四
　
機
構
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
日

（
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
七
条
　
法
第
七
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
と
す
る
。

（
申
告
書
の
添
付
書
類
）

第
八
条
　
法
第
七
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
使
用
済
燃
料
の
量
の
算
定
の
過
程
を
示
す
書
類
そ
の
他
必
要
な
書
類
と
す
る
。

（
拠
出
金
の
納
付
等
）

第
九
条
　
拠
出
金
及
び
延
滞
金
の
納
付
は
、
申
告
書
（
納
入
告
知
書
の
送
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
納
入
告
知
書
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
拠
出
金
及
び
延
滞
金
は
、
機
構
に
直
接
納
付
す
る
場
合
の
ほ
か
は
、
金
融
機
関
に
設
け
ら
れ
た
機
構
の
口
座
に
払
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
納
入
告
知
書
の
送
付
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
充
当
の
通
知
）

第
十
条
　
機
構
は
、
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
充
当
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
そ
の
充
当
に
係
る
拠
出
金
を
納
付
し
た
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
端
数
計
算
）

第
十
一
条
　
拠
出
金
及
び
延
滞
金
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。

（
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
実
施
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
等
）

第
十
二
条
　
機
構
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
実
施
中
期
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
使
用
済
燃
料
再
処
理

等
実
施
中
期
計
画
及
び
そ
の
記
載
内
容
を
証
す
る
資
料
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
再
処
理
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
及
び
再
処
理
を
行
う
使
用
済
燃
料
の
量

二
　
再
処
理
関
連
加
工
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
及
び
再
処
理
関
連
加
工
を
行
う
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量

三
　
そ
の
他
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
こ
と

２
　
機
構
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
実
施
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
申
請
書
に
、
変
更
後
の
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
実
施
中
期
計
画
及

び
そ
の
記
載
内
容
を
証
す
る
資
料
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
十
三
条
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
後
段
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
提
出
者
で
あ
る
機
構
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
代
表
者
の
氏
名
の
変
更

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
実
施
中
期
計
画
の
趣
旨
の
変
更
を
伴
わ
な
い
変
更

1



（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
十
四
条
　
法
第
五
十
九
条
第
二
項
で
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
支
払
の
請
求
）

第
十
五
条
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
最
終
処
分
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
そ
の
輸
入
し
た

第
一
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
（
同
法
第
二
条
第
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
に
対
し
納
付
し
た
場
合
は
、
機
構

に
対
し
、
当
該
拠
出
金
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
最
終
処
分
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
同
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
同
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
に
対
し

納
付
し
た
場
合
は
、
機
構
に
対
し
、
当
該
拠
出
金
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
二
項
に
係
る
拠
出
金
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
拠
出
金
を
納
付
し
た
後
、
速
や
か
に
、
当
該
拠
出
金
の
額
を
記
載
し
た
請
求
書
に
、
そ
の
額
を

証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
機
構
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
請
求
に
係
る
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
継
）

第
十
六
条
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
に
つ
い
て
相
続
又
は
合
併
若
し
く
は
分
割
が
あ
っ
た
と
き
は
、
相
続
人
又
は
合
併
後
に
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
特
定
実
用
発

電
用
原
子
炉
を
承
継
し
た
法
人
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
そ
の
使
用
済
燃
料
を
承
継
し
た
法
人
は
、
機
構
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
使
用
済
燃
料
の
譲
渡
が
あ
っ
た
と
き
は
、
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
は
、
機
構
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
並
び
に
次
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
十
七
年
度
の
通
知
等
）

第
二
条
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
の
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
積
立
金
の
額
の
通
知
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
毎
年
度
五
月
十
五
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
法
第
四
条
及
び
第
五
条
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
二
項
中
「
年
度
開
始
の
日
の
十
五
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
九
月
一
日
」
と
す
る
。

３
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
積
立
金
の
取
戻
し
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
積
立
金
の
取
戻
し
を
行
お
う
と
す
る
年
度
の
開
始
の
日
の
十
五
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十

七
年
十
一
月
十
四
日
」
と
す
る
。

（
附
則
積
立
金
に
係
る
通
知
）

第
三
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
ま
で
に
、
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
ご
と
に
、
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
積
み
立
て
る
べ
き
積
立
金
（
以
下
「
附
則
積
立
金
」
と
い
う
。
）
の
額
を
算
定

し
、
そ
の
額
及
び
そ
の
積
立
期
限
並
び
に
そ
の
算
定
の
基
礎
の
概
要
を
当
該
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
様
式
第
十
八
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
附
則
第
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
条
第
五
項
の
通
知
は
様
式
第
十
八
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
附
則
積
立
金
の
積
立
期
限
）

第
四
条
　
前
条
の
通
知
を
受
け
た
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
積
立
期
限
ま
で
に
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
資
金
管
理
法
人
に
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
金
額
）

第
五
条
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
式
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
算
定
し
通
知
す
る
額
と
す
る
。

Ａ
２＝

Ｃ
２－

Ｖ
２

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
２
、
Ｃ
２
及
び
Ｖ
２
は
、
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ
２
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
金
額
（
単
位
　
千
円
）

Ｃ
２
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
伴
っ
て
生
じ
た
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
に
要
す
る
費
用
の
合
理
的
な
見
積
り
が
可
能
な
額
の
総
額
の
現
価
相
当
額

（
単
位
　
千
円
）

Ｖ
２
　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
伴
っ
て
生
じ
た
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
伴
い
回
収
さ
れ
る
分
離
有
用
物
質
の
価
額
の
合
理
的
な
見
積
り
が
可
能
な

額
の
合
計
額
の
現
価
相
当
額
（
単
位
　
千
円
）
）

２
　
前
項
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
Ｃ
２
及
び
Ｖ
２
の
現
価
の
計
算
に
用
い
る
割
引
率
は
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
割
引
率
と
す
る
。

（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
積
立
て
）

第
六
条
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
分
割
し
て
積
み
立
て
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
分
割
し
た
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
承
認
）

第
七
条
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
附
則
第
三
条
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
法
附
則
第
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
積
立
て
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
再
処
理
等
の
適
正
な
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
旨
の
説
明
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
分
割
し
て
積
立
て
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
く
積
立
て
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
積
立
金
の
残
高
の
額
が
各
年
度
の
再
処
理
等
の
実
施
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出

す
る
額
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

三
　
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
引
当
金
に
関
す
る
省
令
を
廃
止
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
三
号
。
以
下
「
廃
止
省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
取
崩
し
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
資
金
管
理
法
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
附
則
積
立
金
の
分
割
積
立
て
）

第
八
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
再
処
理
等
の
適
正
な
実
施
及
び
資
金
管
理
業
務
の
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
法
附
則
第
三
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
各
年
度
に
お
い
て
当
該
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
積
み
立
て
る
べ
き
金
銭
を
当
該
各
年
度
末
ま
で
の
期
間
内
に
分
割
し
て
積
み
立
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
二
項
及

び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
積
立
て
）

第
九
条
　
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
積
立
て
は
、
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
算
定
し
通
知
す
る
額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
、
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
積
立
期
限
ま
で
に
行
う
も
の
と
す

る
。

（
附
則
積
立
金
の
資
金
管
理
法
人
へ
の
通
知
）

第
十
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
又
は
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
分
割
し
て
積
み
立
て
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
資
金
管
理
法
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
法
附
則
第
三
条
第
五
項
の
算
定
基
準
）

第
十
一
条
　
法
附
則
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
三
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
算
定
基
準
は
、
次
の
式
の
と
お
り
と
す
る
。

Ｓ＝

Ｃ
３－

Ｖ
３
＋
Ｒ

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｓ
、
Ｃ
３
、
Ｖ
３
及
び
Ｒ
は
、
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｓ
　
附
則
積
立
金
の
額
の
総
額
（
単
位
　
千
円
）

Ｃ
３
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
開
始
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
運
転
に
伴
っ
て
生
じ
た
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
に
要
す
る
費
用
の
合
理
的
な
見
積
り
が
可
能
な
額
の
総
額
の
現
価
相
当
額
（
単

位
　
千
円
）

Ｖ
３
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
開
始
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
運
転
に
伴
っ
て
生
じ
た
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
伴
い
回
収
さ
れ
る
分
離
有
用
物
質
の
価
額
の
合
理
的
な
見
積
り
が
可
能
な
額
の

合
計
額
の
現
価
相
当
額
（
単
位
　
千
円
）

Ｒ
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
各
年
度
に
お
い
て
分
割
し
て
行
わ
れ
る
積
立
て
に
係
る
利
息
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
と
し
て
、
廃
止
省
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
各
年
度
に
お
い
て
取
り
崩
す
こ
と
と
な
る

使
用
済
核
燃
料
再
処
理
引
当
金
の
額
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
割
引
率
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
額
（
単
位
　
千
円
）
）

２
　
前
項
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
Ｃ
３
及
び
Ｖ
３
の
現
価
の
計
算
に
用
い
る
割
引
率
は
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
割
引
率
と
す
る
。

（
附
則
積
立
金
の
資
金
管
理
法
人
か
ら
の
通
知
）

第
十
二
条
　
附
則
積
立
金
の
積
立
て
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
経
済
産
業
省
令
第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
）
よ
り
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
七
月
八
日
経
済
産
業
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
八
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
の
拠
出
金
単
価
に
つ
い
て
そ
の
再
処
理
関
連
加
工
（
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号

に
規
定
す
る
再
処
理
関
連
加
工
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
単
価
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
分
の
間
、
ウ
ラ
ン
の
酸
化
物
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
酸
化
物
を
含
む
核
燃
料
物
質
の
再
処
理
関
連
加
工
に
係
る
拠
出
金
単
価
の
み

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
支
払
方
法
の
細
目
）

第
三
条
　
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令

第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
整
備
政
令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
期
日
」
と
い
う
。
）
及
び
額
を
定
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
同
項
に
規
定
す
る
特
定

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
実
用
発
電
原
子
炉
設
置
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
整
備
政
令
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
金
銭
を
分
割
し
て
支
払
い
た
い
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た

後
、
速
や
か
に
、
様
式
第
七
に
よ
る
支
払
計
画
表
を
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
支
払
計
画
表
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
再
処
理
等
（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
再
処
理
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
着
実
な
実
施
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

れ
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
項
の
承
認
を
受
け
た
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
三
項
の
支
払
計
画
表
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
回
ご
と
の
支
払
う
べ
き
金
銭
を
、
そ
の
回
ご
と
の
支
払
期
限
ま
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
整
備
政
令
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
金
銭
を
分
割
し
て
支
払
う
場
合
に
お
い
て
当
該
金
銭
に
付
す
べ
き
利
子
は
、
そ
の

利
率
を
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
率
と
し
、
指
定
期
日
の
翌
日
か
ら
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
支
払
方
法
の
細
目
）

第
四
条
　
整
備
政
令
第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
整
備
政
令
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
日
及
び
額
を
定
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
同
項
に
規
定
す
る
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
整
備
政
令
第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
整
備
政
令
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
金
銭
を
分
割
し
て
支
払
い
た

い
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
後
、
速
や
か
に
、
様
式
第
八
に
よ
る
支
払
計
画
表
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
支
払
計
画
表
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
再
処
理
等
の
着
実
な
実
施
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
項
の
承
認
を
受
け
た
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
三
項
の
支
払
計
画
表
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
回
ご
と
の
支
払
う
べ
き
金
銭
を
、
そ
の
回
ご
と
の
支
払
期
限
ま
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
第
三
項
の
支
払
計
画
表
の
変
更
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
再
処
理
等
の
着
実
な
実
施
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
機
構
へ
の
通
知
）

第
五
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
附
則
第
三
条
第
四
項
、
前
条
第
四
項
及
び
同
条
第
七
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
機
構
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
７
（
附
則
第
３
条
第
３
項
関
係
）

（
略
）

様
式
第
８
（
附
則
第
４
条
第
３
項
関
係
）

（
略
）

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第
１
（
第
３
条
関
係
）

（
略
）
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様
式
第
２
（
第
４
条
関
係
）

様式第２（第４条関係）

拠出金単価通知書

年 月 日

殿

法人の名称

理事長 印

住 所

原子力発電における使用済燃料の再処理等の実施に関する法律（以下本様式にお

いて「法」という。）第４条第５項の規定に基づき、経済産業大臣の認可を受けた

拠出金単価を通知します。

記

拠出金単価 （円／ｇ）

（うち消費税相当分 ）

法第２条第４項に規定する再処理等（同項

第１号に規定する再処理関連加工を除く。） （円／ｇ）

内 の業務に係る拠出金単価 （うち消費税相当分 ）

訳

法第２条第４項第１号に規定する再処理関 （円／ｇ）

連加工の業務に係る拠出金単価 （うち消費税相当分 ）

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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様
式
第
３
（
第
５
条
関
係
）

（
略
）

様
式
第
４
（
第
１
２
条
第
１
項
関
係
）

（
略
）

様
式
第
５
（
第
１
２
条
第
２
項
関
係
）

（
略
）
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様
式
第
６
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第６（第14条関係）

（表 面）

第 号

原子力発電における使用済燃料の再処理等の実施に関する法律第59条第２項に

おいて準用する同法第55条第２項の規定による

身 分 証 明 書

職名及び氏名

写 年 月 日生

押 出 年 月 日交付

スタンプ

真 経済産業大臣 印

（裏 面）

原子力発電における使用済燃料の再処理等の実施に関する法律抜粋

第55条 （略）

２ 前項の規定による立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、

関係者に提示しなければならない。

３ 第１項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。

第59条 経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、特定実用発電

用原子炉設置者に対し、その業務に関し報告をさせ、又はその職員に、特定実

用発電用原子炉設置者の営業所、事務所その他の事業場に立ち入り、帳簿、書

類その他の物件を検査させることができる。

２ 第55条第２項及び第３項の規定は、前項の規定による立入検査について準用

する。

第63条 次の各号のいずれかに該当する者は、50万円以下の罰金に処する。

一～三 （略）

四 第59条第１項の規定による検査を拒み、妨げ、又は忌避した者

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ｂ８とすること。
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様
式
第
９
か
ら
様
式
第
１
７
ま
で
　
削
除

様
式
第
１
８
（
附
則
第
３
条
関
係
）

様式第１８（附則第３条関係）

番 号

年 月 日

住所

殿

経済産業大臣 印

法附則第３条第１項の規定により積み立てるべき積立金の額の算定

（変更）通知について

原子力発電における使用済燃料の再処理等のための積立金の積立て及び管理に

関する法律附則第３条第１項の規定により積み立てるべき積立金（以下本様式に

おいて「附則積立金」という。）の額を下記のとおり算定（変更）したので、原

子力発電における使用済燃料の再処理等のための積立金の積立て及び管理に関す

る法律施行規則（以下本様式において「施行規則」という。）附則第３条第１項

（第２項）の規定により通知します。

なお、この通知について不服がある場合は、行政不服審査法第６条の規定に基

づき、この通知があったことを知った日の翌日から起算して６０日以内に、書面

により経済産業大臣に対して異議申立てをすることができます。

訴訟により、この通知の取消しを求める場合は、行政事件訴訟法の規定により、

この通知があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、国（代表者

法務大臣）を被告として、通知の取消しの訴えを提起することができます。

附則積立金の額

（変更後の）附則積立金の総額 うち分割して行われる （変更後の）附則積立

（千円） 積立てに係る利息に 金の算定の基礎の概要

相当する額（千円） （注１）
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（内訳）

イ 法附則第３条第３項の経済産業省令で定める金額

積立ての額（千円） 算定基礎（注２） 積立期限

ロ 法附則第３条第３項の積立てに係るもの

積立ての額（千円） うち分割して行われる 積立期限

積立年度 積立てに係る利息に相

当する額（千円）

注１ 施行規則附則第１１条第１項に基づく算定の式を記載するものとする。

２ 施行規則附則第５条第１項に基づく算定の式を記載するものとする。

備考 １ 同法附則第３条第３項ただし書の承認を申請する場合は、施行規則附

則第７条第１項の規定により、施行規則附則第３条第２項の通知を受け

た日の翌日から起算して１４日を経過する日までに行ってください。

２ 分割積立てを申請する場合は、施行規則附則第８条の規定により申請

を行って下さい。
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様
式
第
１
９
（
附
則
第
７
条
関
係
）

様式第１９（附則第７条関係）

法附則第３条第３項ただし書の承認申請書

年 月 日

殿

住 所

名称及び代表者の氏名 印

原子力発電における使用済燃料の再処理等のための積立金の積立て及び管理に関

する法律附則第３条第３項ただし書の規定により次のとおり同法附則第３条第１項

の規定により積み立てるべき積立金（同法附則第３条第３項の経済産業省令で定め

る金額に係るものを除く。）を積み立てたいので承認を申請します。

各年度に積み立てることとする積 うち分割して行われる積立てに
積立年度 立金の額（千円） 係る利息に相当する額（千円）

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この

場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。
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